
令和2年10月号 令和2年10月号
2021

開
催
し
ま
す
！

保
育
士
合
同
就
職
面
接
会

日
11
月
24
日
㈫
午
後
１
時
～
４
時

場 

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
地
下
第
1
展
示
場
、

第
2
展
示
場

対 

保
育
士
、保
育
補
助
等
の
保
育
分
野
で
の
就

職
を
希
望
す
る
求
職
者

持 

履
歴
書
、自
己
Ｐ
Ｒ
書
等
複
数
枚
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
登
録
が
あ
る
方
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
カ
ー
ド

内 

事
業
所
人
事
担
当
者
と
の
個
別
面
接
会
、ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
に
よ
る
就
職
相
談

費
無
料

申
不
要

問 

埼
玉
労
働
局
職
業
安
定
課

　
（

0
4
8･6
0
0･6
2
0
8
）

　
県
少
子
政
策
課

　
（

0
4
8･8
3
0･3
3
4
9
）

初
回
献
血
＋
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
登
録

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

　
県
と
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は「
初
回

献
血
＋
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、初
め
て
献
血
を
さ

れ
て
複
数
回
献
血
ク
ラ
ブ「
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
」に

会
員
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
、埼
玉
県
限

定
の
す
て
き
な
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。「
今
ま
で
献
血
を
し
た
こ
と
が
な
い
」と

い
う
方
は
、こ
の
機
会
に
献
血
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

複
数
回
献
血
ク
ラ
ブ「
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
」と
は
…

　

日
本
赤
十
字
社
提
供
の
Ｗ
ｅ
ｂ
会
員
サ
ー

ビ
ス
で
、会
員
登
録
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る

と
、記
念
品
と
交
換
が
で
き
る
な
ど
の
特
典
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、献
血
を
す
る
際
に
受

付
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
／
11
月
30
日
㈪
ま
で

場 

県
内
７
カ
所（
さ
い
た
ま
市
、所
沢
市
、越
谷

市
、川
越
市
、鴻
巣
市
、熊
谷
市
お
よ
び
川
口

市
）の
献
血
ル
ー
ム
、ま
た
は
県
内
を
巡
行

す
る
献
血
バ
ス

キ�

ャ
ン
ペ
ー
ン
記
念
品
／
卓
上
ス
タ
ン
ド

バ
ッ
グ
イ
ン
バ
ッ
グ

問
県
薬
務
課（

0
4
8･8
3
0･3
6
3
5
）

募
集
し
ま
す
！

金
子
兜
太
記
念
秩
父
鉄
道
の
俳
句

応
募
期
限
／
12
月
4
日
㈮
必
着

応�

募
作
品
／
秩
父
鉄
道
や
沿
線
風
景
等
を
題

材
と
し
た
俳
句

応�

募
規
定
／
①
規
定
の
用
紙（
秩
父
鉄
道
の
各

駅
に
設
置
）に
よ
る
こ
と
、②
規
定
の
用
紙

1
枚
に
つ
き
3
句
ま
で
と
し
、1
人
3
枚
ま

で
、③
未
発
表
の
も
の
に
限
る
、④
必
要
事

項
を
も
れ
な
く
記
入
す
る
こ
と

選
者
／
内
野
修
氏

選�

考
／
特
選
3
句
、入
選
10
句
、佳
作
30
句
と

し
、そ
れ
ぞ
れ
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す（
入
賞
句

の
数
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

発�

表
／
令
和
3
年
3
月
ご
ろ
に
入
賞
者
に
通

知
し
ま
す
。
ま
た
、入
賞
句
を
秩
父
鉄
道
各

駅
に
掲
示
す
る
予
定
で
す
。

他 

応
募
作
品
の
著
作
権
は
、協
議
会
に
帰
属

し
ま
す
。

応�

募
方
法
／
秩
父
鉄
道
各
駅
へ
提
出
す
る
か
、協

議
会
事
務
局
あ
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

秩
父
鉄
道
整
備
促
進
協
議
会
事
務
局（
熊
谷

市
企
画
課
内
）（
熊
谷
市
宮
町
2
―
47
―
1
、

5
2
4･1
1
1
1
内
線
5
2
9
）

入
学
前
に
支
給
し
ま
す
！

「
新
入
学
準
備
費
」
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、来
年
4
月
に
町
立
の
小
･
中
学
校

に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家
庭
で
、経

済
的
に
お
困
り
に
な
っ
て
い
る
保
護
者
の
方

に
対
し
、新
入
学
準
備
費
用
の
一
部
を
援
助
し

ま
す
。

対 

①『
児
童
扶
養
手
当
法
』に
よ
る「
児
童
扶
養

手
当
」を
受
給
さ
れ
て
い
る
世
帯（
児
童
手

当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
）、②
令
和
2
年
度
、ま
た
は
そ
の
前
年
度

に
お
い
て
町
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
、③
保

護
者
の
職
業
が
不
安
定
等
の
理
由
で
、生
活

保
護
に
準
ず
る
程
度
に
お
困
り
の
世
帯

※ 

こ
の
ほ
か
に
も
援
助
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申 

12
月
22
日
㈫
ま
で
に
、教
育
総
務
課
、ま
た

は
各
小
学
校
に
申
請
用
紙
等
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
は
、各
提
出
先
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

他 

新
入
学
準
備
費
の
支
給
を
受
け
た
方
は
、令

和
3
年
度
就
学
援
助
費
の
う
ち「
新
入
学
児

童
生
徒
学
用
品
費
等
」は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
教
育
総
務
課（

内
線
5
1
2
）

 

募
集
し
ま
す
！

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

県
で
は
、（
一
社
）彩
の
国
子
ど
も･若
者
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
業
務
を
委
託
し『
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
』に
基
づ
い
た
子
ど
も
の
学

習
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中･高
校
生

の
学
習
支
援
教
室
で
、学
習
の
支
援
を
し
て
く

だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

日
毎
週
土
曜
日
午
後
5
時
～
7
時

対 

社
会
人
、学
生（
大
学
生
、専
門
学
校
生
、短

期
大
学
生
、通
信
制
大
学
生
）

ラブラッド登録

定
5
人
程
度

内
中
･
高
校
生
の
た
め
の
学
習
支
援

他
交
通
費
の
み
支
給

申 

問（
一
社
）彩
の
国
子
ど
も
･
若
者
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
ス
ポ
ー
ト
学
習
支
援

本
部

 

社
会
人
担
当 

山
浦
さ
ん
、 学
生
担
当 

皆
川
さ
ん

（

0
4
8
･
8
3
1
･
2
6
8
8
、

s
h
i
e
n
n
e
t
―
h
o
n
b
u
―

v
o
@
p
o
n
y
．o
c
n
．n
e
．j
p
）

寄
居
み
か
ん
狩
り

　
　
～
秋
の
香
り
に
つ
つ
ま
れ
て
～

　

10
月
25
日
か
ら
、寄
居
の
み
か
ん
園
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。寄
居
の
み
か
ん
は
、低

所
よ
り
も
高
所
の
方
が
暖
か
い
と
い
う

盆
地
特
有
の
逆
転
現
象
を
生
か
し
て
栽

培
さ
れ
て
い
て
、昔
な
が
ら
の
甘
酸
っ
ぱ

い
味
が
特
徴
で
す
。

　

秩
父
鉄
道
波
久
礼
駅
か
ら
小
林
み
か

ん
山
ま
で
は
徒
歩
約
30
分
、風
布
み
か
ん

山
ま
で
は
徒
歩
約
40
分
で
す
。寄
居
み
か

ん
狩
り
へ
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間
／
10
月
25
日
㈰
～
12
月
中
旬

入�

園
料
／
6
0
0
円（
園
内
試
食
自
由
、お

み
や
げ
付
）

問 

寄
居
町
観
光
協
会（

5
8
1・3
0
1
2
）

　

 

商
工
観
光
課（

内
線
4
5
3・4
5
4
）

　

 

風
布
み
か
ん
山

　
（
や
ま
き
園

5
8
1・6
8
9
3
）

　

 

小
林
み
か
ん
山

　
（
み
は
ら
し
園

5
8
1・5
3
3
4
）

 

お
詫
び
と
訂
正

　

本
誌
9
月
号
5
頁「
有
害
ご
み
を
収
集

し
ま
す
！
」で
、折
原
五
ノ
坪
区
の
有
害
ご

み
の
指
定
場
所
が
中
島
板
金
前
不
燃
物
収

集
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、正
し
く
は

中
嶋
鈑
金
前
不
燃
物
収
集
所
の
誤
り
で

す
。謹
ん
で
お
詫わ

び
し
、訂
正
し
ま
す
。

キャンペーン記念品

ご協力ください！　骨髄バンク登録

特別障害者手当・障害児福祉手当のご案内

　特別障害者手当・障害児福祉手当は、著しく重度の障害を有し、日常生活において常時特別な介護
を必要とする障害者に対して、負担の軽減を図るために支給される手当です。手当の支給には申請が
必要となりますので、詳しくは健康福祉課へお問い合わせください。

申問健康福祉課( 内線121)

　骨髄バンクとは､正常に血液が作られなくなった
血液疾患の方の治療として､血縁関係のない健康な
方(非血縁者)から提供される骨髄液や末梢血幹細
胞の移植を行うための制度です｡
　患者さんと提供者の血液組織が適合する確率は､
兄弟姉妹間でも4分の1､非血縁者間になると数百～
数万分の1と非常に低いといわれています。骨髄移
植と末梢血幹細胞移植は患者さんにとって大きな
希望です｡提供者(ドナー)なるには事前に登録が必
要です｡希望するすべての患者さんがチャンスを得
るために､一人でも多くの方のドナー登録をお願い
します｡

特別障害者手当  

在宅での日常生活において､重度の障害ゆえに特に
必要とされる介護等の負担を軽減するための手当
です｡

対  20歳以上で､精神または身体の重度の障害により､
日常生活において常時特別の介護を要する状態
にある方

手当額
月額 27,350 円(令和2年度)

障害児福祉手当  

在宅の重度障害児の方に対する福祉の措置の一環
として実施している手当です｡

対  20歳未満で､身体障害者手帳の1級の一部および
2級の一部の方､療育手帳Ⓐ相当の方､ならびに精
神障害等で同程度の障害を有する方

手当額
月額 14,880 円(令和2年度)

寄居町骨髄移植ドナー支援事業  
町では､ドナー登録後､骨髄等を提供した方に助成
金を交付しています｡
対  寄居町に住民登録があり、(公財)日本骨髄バンク

が実施する骨髄バンク事業で、骨髄等の提供を完
了した方

※�国、地方公共団体、独立行政法人およびドナー休暇の取得が可
能な事業所に勤務する方は除きます。

助成金額／1日当たり2万円
� ※1回の提供につき7日を上限

申請期限／�骨髄等の提供が完了した日から原則90
日以内

申問健康福祉課(保健指導班)( 内線211･212)ドナーになるには事前に登録が必要です。
詳細は日本骨髄バンクホームページを�
ご覧ください。

日時日 場所場 対象対 定員定 持ち物持 内容内 費用費 申し込み申 その他他 問い合わせ問
電話 メールHPホームページFAX ファックス0120･048･392寄居町防災行政無線テレホンサービス581･2121（代表）寄居町役場


